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本稿は、旧史料館の事務や研究関係の文
書･記録を整理し公開することにいたった
経緯と現状についての報告である。
アーカイプズ研究系の前身は、国文学研
究資料館の附置機関の史料館である（史料
館の前身は1951年に設立された文部省史
料館)。それが2004年の4月から独法化に
ともなって、国文学研究資料館の4研究系
の一つ、アーカイブズ研究系という内部組
織になった。そういう意味で史料館レコー
ズというものは、すでに閉じられた組織の
レコーズという性格を持っている。
そして史料館レコーズは、時の経過にし
たがって組織アーカイブズになるとともに
社会的意味をもつアーカイプズとして位置
づけ、2006年1月から30年公開原則にも
とづいて一般利用に提供している（全てが
一律30年公開というわけでない)。
史料館レコーズ整理の契機
これは2003年に、史料館の昭和20年代
のレコーズを閲覧できないかという問い合
わせがあり、それ力喫機となって、公開措
置をはかるために史料館レコーズの現状調
査と整理の作業が始まった。内部からの自
発的発意でなく、外部の要請に応える形で
始まった点に少し問題がある。
剰犬調査の結果、史料館レコーズの大半
は、文櫓管逼溌測等にもとづいて管理・保
存ないし廃棄を行っているのではなく、ま
た後のアーカイブズとして意識的に残した
というのでもなく、たまたま残した、残っ
たというのが実態のようである。
それでも事務関係の方は、その属性から
して継続的にファイル単位で管理・保存し
ているが、研究関係や科研関係のものとか、
あるいは調査収集関係のものの多くは、た
またま残っているという印象が強いレコー
ズである。
史料館レコーズの中に「国立史料館設置
に関する請願書および趣意書」（1949年）
など史料館にとっては「国宝」的存在の文
書記録が含まれている。これら文部大臣や
文部省に対する請願趣意轡類は、本来、文
部省の方で管理･保存され、保存期間が満
了すれば廃棄されるべきものであったであ
ろうが、史料館が1951年に設立された関
係で史料館に移管されたものであろう。
委員会の段立
史料館レコーズの整理・公開に向けて、
どのように所在調査を進め、いかなるシス
テムを設計するかを検討するために「史料
館レコーズ委員会」を設立した。委員会は、
｢史料館にある文智・記録、その他の諸資
料を確認し、必要なものは整理し、保存し、
それら資料の有効な活用ができるよう措置
を講ずること」を目的としたものである。
たしかに史料館レコーズの整理は、外部
からの問い合わせがきっかけで開始したが、
しかし単に外部に公開するということだけ
が目的ではない。そもそもアーカイブズ研
究系にとって、史料館レコーズは今後の活
動、研究をすすめるために必要不可欠な情
報基盤であるという認識にもとづいて適切
な処置を講ずるということでスタートした
わけである。
対象資料として、①史料館組織の文書。
実態調査から整理・公開へ
まず､一箇所にレコーズがあるのでなく、
館内各所に置かれていた。そこで、どこに
どういうものがあるかを確認するために館
内各所の実態調査を行うこととなった。実
態調査は2003年の5月に行った。それか
ら教官の各研究室、あるいは整理室にある
科研関係、その他の文書・記録、調査報告
書などの所在の調査を依頼し、状態を把握
した。
その上で整理、管理保存システムとデー
タ・ベース仕様を検討し、さらに保存に必
要な中性紙保存袋・容器や器具の検討と準
備を行ったのである。
こうして、2003年7月から、評価・選
別を含めた本格的な整理作業を開始した。
具体的には、レコードを一点･一件単位に
整理し識朧号・番号を付与すること。資
料閲覧に耐えられる形での保存手当をする
必要があるので、中性紙袋や容器をなど用
いて保存措置を講じた．数は少なかったが
劣ｲﾋ損傷が著しいものは、保存管理担当の
方に処置を依頼した。
整理作業は、その年の12月上旬に終了し
た。レコーズ数が多かったのは地下書庫
(1,569点）で、つづいて旧水産庁資料館書
庫(779卸、研修生控え室(海外科研､118
点)、元館長室（40点)で、総レコーズ数は
2,506点である。
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宝､－ヵ-1フフ､霧究ノー、ノ
史料館レコーズをすべて保存するのでは
なく、史料館アーカイプズとするものとそ
うでないものとに評価・選別しなくてはな
らない。ただし、史料館レコーズは閉ざさ
れたものであるから、きっちりした評価・
翻り基準を策定する必要はない。そこで、
何を廃棄するかという逆の視点から評価・
選別することにした。廃棄の対象となった
ものはほとんど事務関係で、具体的には、
物品供用簿、物品購入伝票､刊行物配布簿、
領収書、日々雇用職員出勤簿などである。
ただし、史料館初期の臨時筆生、これ自体
が一つの歴史であるので、臨時筆生勤務関
係の記録は残すことにした。それから、閲
覧関係の閲覧伝票、複写伝票､利用者実態
調査票、こういうものは廃棄の対象にした。
廃棄対象レコードは、ものとしては物理的
に廃棄したが、データ・ベース上の記録は
削除していない。
史料館レコーズの構成
整理を進める前に史料館レコーズ（アー
カイブズ）の構成をどうするかということ
が問題となった。検討の結果、史料館とい
うフォンドのなかで大きく三つのサブフォ
ンドに分けることとなった。
①1つが「史料館」である（記号A)。
機関そのもの自体が生み出した文書・記録
である。②2つめが、「近世庶民史料調査
委員会」の文書・記録である（記号B)。
これは史料館の設立やその後の活動につな
がるものである。もともと文部省に所属し
ていた組織であるが、この事務・調査関係
のものが、ある段階で史料館のほうに移管
されたものである。そして、③3つめとし
て①②に属さない｢その他｣である(記号C)。
サブフォンドの①「史料遡はさらに機
能で次の5つのシリーズに区分けした。つ
まり「一…関係｣、「閲覧関係｣、「研修
関係｣、「科研関係｣、「その他」である。こ
の項目の中をさらに年代順に配列したので
あるが、必要に応じて同じ系統の簿冊、フ
ァイルなどはサブシリーズを立てて配列し
年代順とした（念のために言及するが、デ
ータ上の区分けや配列はするが物理的な区
分けや配列はしない)。
②と③はそれほど量がないので、4項目
のレベルは設けなかった。
たしかに以上の形で構成し、識別記号・
番号を付与したが、しかし整理する以前の
元の場所に配圃されていた順序のデータそ
のものは基礎的データとして保存している。
それは必要があればいつでも元に戻せるよ
うにするためで、元の保管現状を冒蕊とし
て残しているということである。
公開規定について
その後、2005年7月、アーカイブズ研
究系内に次の「公開（非公卿に関する規
則（詞」を提案し、了解された。
公開排公開）に関する繩リ（詞
①30年公開原則を基本にする。今後31年
目4月1日に追加公開する。
②目録にすべてのレコーズを示すが、公開
停止（人事関係や修了論文審査表など）
するものはその旨を表示する。
③ファイルなどに伝票類(一般的には廃棄
されるもの）なども含まれていても、一
つの完結したファイルとして考え、当該
ファイル全体を評価・選別対象とする。
④史料館アーカイブズは例外として閲覧当
番が、閲覧請求のときに劣化・損傷など
の状態を点検し、閲覧の可否を判断する
（事前にすべての点検と修復を終わらせ
ることは公開を遅らせることになるため)。
閲覧不可の場合は、修復にまわし、修復
が終了したら、連絡し閲覧してもらう。
⑤史料館アーカイブズの閲覧に関しては、
当分の間、事前連絡した上での閲覧とす
る。チェックしているがそれでもすべて
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現物でのチェックを終了していないので、
公開可否をチェックする教員の日程調整
のためである。なお、従来から民具の場
合は、事前連絡制である。
⑥利用は原則として閲覧と写真撮影である
（展示貸出は要請があったときに検討す
る)。紙媒体以外の資料（録音テープな
ど）の利用も閲覧と写真掻影である（し
たがって録音再生などの要望には対応で
きない)。
⑦目録は3部作成し、閲覧事務室用、カウ
ンター用、利用者用にする。
以上のような公開繩Iにもとづいて公開
を進めている。公開規則をもう少し説明す
ると以下の通りである。
②については、目録にはすべてのレコー
ズを示すが、公開停止（人事関係や修了論
文審査表など）するものはその旨を表示す
る。実際は色分けで表示している。つまり
公開はできないけれども、その公開できな
いものを目録から除くのではなく、目録に
載せておくが、それはいかなる理由で公開
できないかということを示しておくという
ことである。
それから③は、一件の文書・記録に、伝
票類など廃棄の対象となる書類が含まれて
いても、そのファイル全体を評価・譲りの
対象として保存するか廃棄するかを判断す
るということである。
④は、劣化・損傷した史料が多少見られ
るが、史料館アーカイブズは閲覧出納担当
力潤覧請求のときに点検し、閲覧が可能か
どうか判断するということである。これは、
前もって全てを点検し、どのアーカイブズ
も閲覧に耐えられる形にするには相当な手
間暇がかかるので、とにかく公開して、閲
覧請求があった時に、その閲覧担当者がア
ーカイブズの状態を点検して、閲覧に耐え
られない状態の場合にはその事情を説明し、
保存手当を加えた後で連絡して閲覧してい
カズ研
付記史料館レコーズの整理にあたり、字
井隆氏の多大の助力を得た。記して謝意
を表したい。
開ワークショップ「研究資料・研究機関の
アーカイブズ共有の前提:資料保存の経験・
蓄積から資料情報共有へ」で報告したもの
を加除訂正したものである｡）
ただくというシステムである。
これは公開・非公開問題の場合も同じで
ある。たとえば、ファイルや簿冊の中で一
部公開できないものがある場合に、その部
分をマスキングなどを行って閲覧に供する
のである。ただ、2,500点余の史料全部1
つ1つを点検してから全体の公開を行うと
いうことであれ賎人手と時間がかかり、
それだけ公開が遅れることになる。それよ
り、全体をまず公開しておいて、閲覧対象
資料は事前に謹各をしていただき、その閲
覧請求対象の資料を担当者が点検して、必
要ならばマスキングなどの措置を施し、そ
の上で閲覧提供するという態勢で行うこと
とした。十全な措置を講ずるために公開ま
で時間をかけるより良いのではないかと判
断したのである。
それから利用は原則として閲覧と写真撮
影である。例えば史料館アーカイブズには
録音テープがあるが、そのテープを再生し
て聞くためには、再生する器具を準備して
おかなくてはならないが、現状ではその準
備は困難であるからである。
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写真1整理前の史料館レコーズ
写真3整理後の配架史料館レコーズ
現在
2004年12月現在、整理済みの史料館レ
コー ズは総数2,506点であるが、立川移転
の準備中に整理室などの各所から新たな史
料館レコーズが「発見」された。現在、そ
れらの整理を進めているが、さらにまた追
加レコーズが出てくる可能性がある。それ
らの整理を進め、公開にもっていけるよう
にする予定である。
なお、国文学研究資料館が立川に移転す
るのを契機に、国文研レコーズの評価・選
別と国文研レコーズ（アーカイブズ）とし
ての管理保存システムについて、事務方と
話し合いを進めており、移転前に具体的作
業を行う予定である。
（本稿は、2007年5月14日に開催した公
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写真2整理後の史料館レコーズ
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お知し
立川新館での閲覧業務の再開についてアーカイブズ・カレッジのカリキュラム改正について
2008年度から立川新館でアーカイブズカレッジが開催されるにあた
って、これまでのカリキュラムの大幅な見直しを行いました。
1988年に「史料管理学研修会」を始めてから、20年目となります。
その間、アーカイブズ・カレッジもその時々の社会的要請に対応でき
るよう柔軟性を持ってカリキュラムを組み、また改正を重ねてきまし
たが、アーカイブズをめく．る環境は近年急激に変わりつつあります。
特に高度情報化社会の深化によって私たちを取り巻く社会構造も大
きく変わってきました。これまで歴史学の知識で対応できていたこと
が、近年は法律学や行政学、さらには情報工学や保存科学まで幅広い
知識がなければ現状に対応できないケースが増えてきました。
このような社会的変化に対応すぺく、アーカイブズ・カレッジも大
幅なカリキュラム改正を行います。2008年度のカリキュラムは以下の
ようなものとなります。
立川新館移転に伴い、昨年10月より閲覧業務を停止してお
りましたが、来る4月1日より閲覧業務を再開します。
新館では図書の開架書架を大幅に増加できましたので、事
(辞・字）典類・史（資）料目録類・展示会図録・研究書・
全集などが利用しやすくなり、広いスペースでゆとりをもっ
て閲覧できるようになっています。また入口は3階まで吹き
抜けで開放感のある交流アトリウム、設備拡充した展示室を
設けたり、バリアフリー対応など利用者の利便性を考慮した
施設となりました。さらに7月から土曜日開館を予定してお
ります。お問い合わせは下記をご参照下さい。
～立川新館のご案内～
所在地；〒190-0014東京都立川市緑町10-3
電話:050-5533-2900(代表）
【科目1】アーカイブズ総論
＊アーカイブズの基本的な概念や歴史、アーキビストの役割、関連法
制などを学ぶ。
【科目2】アーカイブズ資源研究
＊前近代から現代までのアーカイブズ資源の出所である組織体の分祝
アーカイブズ資源の構造などを学ぶ。
【科目3】アーカイブズ管理研究1－調査と収集
＊アーカイブズの調査収集や評価選別、管理の実際など実地見学を交
えながら学ぶ。
【科目4】アーカイブズ管理研究Ⅱ一記録とその情報制御
＊電子記録管理によるアーカイブズの目録作成のあり方を実習を交え
ながら学ぶ。
【科目5】アーカイブズ管理研究Ⅲ一社会貢献論
＊アーカイブズの普及と公開のあり方について実例を基にしながら学
ぶ。
【科目6】アーカイブズ管理研究Ⅳ一保存管理
＊アーカイブズの物理的保存と管理について実習を交えながら学ぶ。
人間文化研究檀構
国文学研究資料館
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なお、近年は直接間接問わず何らかの形でアーカイブズに関わる機
会が多くなりました。そこで少しでもアーカイブズの知識を得られる
機会を増やせるようにとの考えから、2008年度から現職者を対象とし
て科目ごとの聴講も可能としました。
以上のような改正によって現状へ対応できるアーカイブズ・カレッ
ジとなり、少しでもアーカイブズに理解と興味を持たれる方へ貢献が
できればと考えております。
多厚邸市モノレール
立川北駅
宍』鳳立jII駅鳫
JR立川駅■■■｜I｜I’1
■多摩都市モノレール｢商松駅｣から徒歩7分
■「JR立川駅｣から徒歩25分
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『アーカイブズ・ニューズレター』
（本誌)の刷新
本誌は、1965年発行｢史料館報」（既刊80
号）の後継誌として、これまで様々な情報
を発信してきましたが、立川新館移転を契
機に、新しい出版物を発刊することになり
ました。新出版物の名称や体裁などを検討
中ですが、研究と広報関係記事を中心にで
きるだけ最新情報を提供する予定です。 *本誌は､文部省史料館のちには国文学研究資料館史料館鰹称国立史料館)が発行して
いた『史料館報』1～80号(1965年3月～2004年3月）の後継誌としてお取り扱い下さい。
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